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4月号の主な内容

●人　口　13,294人　前月比（16人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,776世帯
●15歳未満の年少人口　1,307人（比率9.8％）

●65歳以上の老齢人口　4,574人（比率34.4％）

●人口のうごき

〈2010（平成22）年2月28日現在〉

わがまちデータわがまちデータ

増加 31人　出生5人　　 転入26人　　 職権4人　
【男1人　女4人】 【男10人　女16人】

減少 47人　死亡21人　  転出26人　　  
【男15人　女6人】 【男8人　女18人】
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〈2010（平成22）年4月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉〈2010（平成22）年4月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉

発行／黒潮町役場

【男性6,251人  女性7,043人】

【男性673人  女性634人】

【男性1,803人  女性2,771人】

鹿島神社大祭が行われました。（撮影：平成22年3月7日/関連記事３ページ）
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
こ
の
た
び
佐
賀
地
区
の
黒
潮
カ

ツ
オ
体
験
隊
が
、
農
林
水
産
省
が

行
う
第
７
回
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ

ン
大
賞
「
審
査
委
員
会
長
賞
」
に

輝
き
ま
し
た
。
全
国
で
１
０
８
団

体
も
の
エ
ン
ト
リ
ー
の
中
、
地
域

の
主
要
資
源
で
あ
る
カ
ツ
オ
を
活

用
し
た
食
文
化
の
継
承
に
加
え
、

他
の
体
験
事
業
と
の
連
携
な
ど
で

地
域
の
産
業
振
興
へ
の
貢
献
や
取

り
組
み
の
発
展
性
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。「
審
査
委
員
会
長
賞
」

は
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
グ

ラ
ン
プ
リ
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

に
続
い
て
５
団
体
の
み
が
選
定
さ

れ
た
、
大
変
貴
重
な
賞
で
す
。

　
「
黒
潮
カ
ツ
オ
体
験
隊
」
は
、

平
成

１３
年
に
旧
佐
賀
町
漁
協
女
性

部
が
中
心
と
な
っ
て
、
町
内
の
農

協
や
商
工
会
女
性
部
ら
と
と
も
に

結
成
さ
れ
た
カ
ツ
オ
の
ワ
ラ
焼
き

タ
タ
キ
づ
く
り
体
験
受
け
入
れ
グ

ル
ー
プ
で
す
。
高
知
県
下
で
１
番

の
水
揚
げ
量
を
誇
る
こ
の
カ
ツ
オ

の
町
で
、
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な

カ
ツ
オ
を
使
い
、
昔
な
が
ら
の
カ

ツ
オ
の
ワ
ラ
焼
き
タ
タ
キ
づ
く
り

を
地
域
内
外
の
方
々
に
体
験
し
て

も
ら
お
う
と
、
現
在
は
カ
ツ
オ
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
黒
潮
一
番
館
を

拠
点
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
当
初
は
建
物
も
な
く
、
旧

佐
賀
漁
港
の
選
別
広
場
や
、
屋
外

へ
設
営
し
た
テ
ン
ト
で
受
け
入
れ

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
活
動
環
境
の
中
、
そ
れ

で
も
こ
の
取
り
組
み
に
賛
同
し
地

元
の
現
役
漁
師
や
漁
業
を
引
退
し

た
方
々
も
い
っ
し
ょ
に
活
動
が
続

け
ら
れ
今
に
至
り
ま
す
。

　
本
受
賞
を
多
く
の
み
な
さ
ん
が

心
か
ら
喜
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
と
観
光
省
が
実
施

す
る
、
農
林
漁
家
民
宿
お
か
み
さ

ん
１
０
０
選
に
、
佐
賀
地
区
の
漁

家
民
宿
「
海
生
丸
」
の
明
神
多
紀

子
さ
ん
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ
さ
ん
１

０
０
選
は
、全
国
に
拡
大
し
て
い
る

農
林
漁
家
民
宿
の
品
質
維
持
と
向

上
や
都
市
部
へ
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を

図
る
た
め
、平
成

１９
年
度
か
ら
３
年

間
の
計
画
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、第

１
回

２０
人
、第
２
回

２８
人
、今
回

５２

人
、全
国
の
農
林
漁
家
民
宿
を
営

む
女
性
の
中
か
ら
選
定
基
準
を
満

た
す
１
０
０
人
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

高
知
県
内
で
は
、農
家
民
宿
い
ち
ょ

う
の
樹
・
上
田
知
子
さ
ん（
梼
原
町
）、

農
家
民
宿
は
こ
ば
・
田
辺
客
子
さ
ん

（
四
万
十
町
）が
選
定
さ
れ
て
お
り
、

海
生
丸
の
明
神
多
紀
子
さ
ん
は
県

内
で
唯
一
、漁
家
民
宿
の
お
か
あ
さ

ん
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
海
生
丸
は
、平
成

１８
年
に
黒
潮

町
で
初
め
て
開
業
さ
れ
た
漁
家
民

宿
で
、町
内
や
幡
多
地
域
へ
訪
れ
た

観
光
客
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
、大
手

の
進
学
塾
生
の
子
ど
も
た
ち
や
子

ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
小
学
生
ら
に

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
海
生
丸

の
こ
だ
わ
り
は
、漁
家
の
暮
ら
し
や

伝
統
、食
文
化
を
体
感
し
て
も
ら

う
こ
と
。
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ

さ
ん
１
０
０
選
へ
の
認
定
は
そ
の
こ

だ
わ
り
に
加
え
、地
域
の
魅
力
を
存

分
に
満
喫
し
て
も
う
た
め
の
明
神

さ
ん
の
細
や
か
な
気
配
り
と
行
動

力
が
、選
定
理
由
の
ひ
と
つ
と
な
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成

２１
年
度
に
は
同
じ
佐
賀
地

区
に
７
軒
の
農
漁
家
民
宿
が
開
業

し
ま
し
た
。
全
８
軒
で
、連
携
し
た

農
漁
家
民
宿
の
運
営
に
尽
力
を
注

い
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、よ
り
一
層
の
発
展
と
振

興
が
期
待
さ
れ
る
黒
潮
町
の
農
林

漁
家
民
宿
に
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

第
７
回
オ
ー
ラ
イ
！

ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
審
査
委
員
会
長

賞
に
黒
潮
カ
ツ
オ
体
験
隊

第
３
回
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ
さ
ん

１
０
０
選
に
「
海
生
丸
」
明
神
多
紀

子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
！

黒潮カツオ体験隊のメンバーの皆さん（農林漁家民宿おかあさん100選の明神多紀子さんを含みます）、いつも町のカツオ振興に
多大なるお力を発揮していただきありがとうございます。今回の受賞はこれまでの皆さんの苦労や心のこもったおもてなし、長年
かけて培った地域との連携に対する評価の賜物です。本当におめでとうございます！今後ますますのご活躍を期待しています。

（写真は2009年3月撮影）

おめでとうございます！おめでとうございます！

「オーライ！ニッポン大賞審査委員会長賞」 黒潮カツオ体験隊

「農林漁家民宿おかあさん100選」 海生丸・明神多紀子さん

「オーライ！ニッポン大賞審査委員会長賞」 黒潮カツオ体験隊

「農林漁家民宿おかあさん100選」 海生丸・明神多紀子さん

※
町
内
の
農
村
漁
村
民
宿
は
「
広
報
く
ろ
し
お
№
41 

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）８
月
号
」

　
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと
　
３
月

１３
日
、
大
方
あ
か
つ
き
館

で
第

２０
回
あ
か
つ
き
賞
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
か
つ
き
賞
は
、
黒
潮
町
出
身

で
あ
る
上
林
暁
氏
の
業
績
を
顕
彰

し
、
町
の
教
育
文
化
の
発
展
と
向

上
を
図
ろ
う
と
結
成
さ
れ
た
上
林

暁
顕
彰
会
（
平
成
元
年
結
成
・
会

長
植
田
馨
）
が
、
活
動
の
一
環
と

し
て
平
成
２
年
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
町
内
小
中
学
校
の
児
童
文

集
「
黒
潮
」
の
中
か
ら
作
文
を
対

象
に
、
上
林
暁
顕
彰
会
や
学
校
関

係
者
ら
に
よ
っ
て
、
各
学
年
１
作

品
ず
つ
の
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
、あ

か
つ
き
賞
を
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
で
は
、
植
田
会
長
か
ら

「
上
林
暁
先
生
は
一
生
の
う
ち
１

０
０
冊
の
本
を
出
版
し
た
、
昭
和

時
代
に
活
躍
し
た
作
家
で
す
。
脳

溢
血
と
い
う
大
病
を
患
い
、

１８
年

間
、
寝
た
き
り
で
の
闘
病
生
活
の

中
、
そ
れ
で
も
随
筆
や
小
説
を
書

き
続
け
ま
し
た
。
亡
く
な
る
４
日

前
ま
で
片
手
で
書
い
た
と
い
う
絶

筆
作
品
も
残
っ
て
い
ま
す
。
彼
は

本
当
に
一
度
決
め
た
こ
と
を
や
り

抜
く
、
頑
張
り
抜
く
人
で
し
た
。

み
な
さ
ん
大
き
な
夢
を
持
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
に
自
分
の
決
め
た
こ
と

は
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
頑
張
り

続
け
て
ほ
し
い
。
こ
の
あ
か
つ
き

賞
に
は
、
そ
ん
な
上
林
先
生
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
今
日
の
受
賞
を
、
誇
り
を
持

っ
て
こ
れ
か
ら
も
作
文
や
日
記
、

詩
を
書
き
続
け
て
く
だ
さ
い
。
た

く
さ
ん
本
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
、
子
ど
も
た
ち
に
お
祝
い
の
言

葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
家

族
や
学
校
の
先
生
た
ち
が
見
守
る

中
、
終
始
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、

こ
の
貴
重
な
受
賞
を
光
栄
に
誇
り

に
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
大
方
図
書
館
で
は
、
絵
本
や
本

を
見
て
・
読
ん
で
・
聞
い
て
イ
メ

ー
ジ
し
て
描
い
た
絵
画
を
募
集
す

る
「
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
優
秀
な

作
品
を
選
出
し
、
ク
ジ
ラ
大
賞
（
小

学
校
未
満
・
各
学
年
か
ら
１
名
）・

イ
ル
カ
賞
（
小
学
校
未
満
か
ら
４

名
・
各
学
年
か
ら
３
名
）・
図
書

館
長
特
別
賞
（
応
募
者
か
ら
１
名
）

が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
２
８
１
人
（
３
０
３

作
品
）
の
応
募
者
の
中
か
ら

３０
人

が
受
賞
し
、
２
月

２１
日
に
は
、
大

方
あ
か
つ
き
館
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
２０
回
あ
か
つ
き
賞
受
賞

第
１０
回
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す

あかつき賞受賞作品集は大方図書館でご覧になれます。

第10回感想画コンクール受賞者のみなさん
おめでとうございます！

ク
ジ
ラ
大
賞

「かわいいこねこをもらってください」

畠中　愛未さん

3年生の部

「おとなもブルブルようかい」

松井　　響くん

2年生の部

「うみキリン」

松原　隼矢くん

1年生の部

「とらっく とらっくとらっく」

篠田　侑希くん

小学校未満の部

「雪渡り」

森田　ひかるさん

6年生の部

「半日村」

植村　花帆さん

5年生の部

「三びきのやぎのがらがらどん」

野村　朋矢くん

4年生の部

【
イ
ル
カ
賞
】
　
楠
目
羽
菜
さ
ん
・

も
り
し
づ
き
さ
ん
・
山
闢
未
怜
さ
ん
・

土
居
一
樹
く
ん
・
松
井
美
優
さ
ん
・

北
山
征
那
く
ん
・
吉
見
奈
央
子
さ
ん
・

米
津
斗
羽
く
ん
・
尾
闢
萌
花
さ
ん
・

藤
原
功
丞
く
ん
・
宮
地
海
斗
く
ん
・

新
田
梓
季
さ
ん
・
小
橋
み
な
み
さ
ん
・

小
島
尚
季
く
ん
・
矢
野
詩
緒
莉
さ
ん
・

土
居
雄
太
郎
く
ん
・
廣
瀬
睦
季
さ
ん
・

高
田
若
奈
さ
ん
・
松
永
凌
成
く
ん
・

國
友
涼
く
ん
・
森
光
司
郎
く
ん
・

藤
本
奈
々
瀬
さ
ん

【
図
書
館
長
特
別
賞
】
池
勇
亜
く
ん

（
小
１
）藤
川
陽
成
・（
小
２
）上
岡
み
こ

と
・（
小
３
）
北
川
文
太
・（
小
４
）松

下
健
太
・（
小
５
）澳
本
太
吾
・（
小
６
）

植
田
大
輝
・（
中
３
）毛
利
萌
乃
花

の
う

い
っ
け
つ
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小
黒
ノ
川
地
区
「
文
殊
桜
」

土佐くろしお鉄道佐賀駅から高知市方面へ約8
キロ先にある集落が小黒ノ川地区です。

黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

鹿
島
神
社
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
佐
賀
地
区
で
鹿
島
神
社
大
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
漁
師
の
大
漁
と

航
海
安
全
を
願
い
、
人
々
の
幸
せ

と
健
康
を
祈
る
こ
の
鹿
島
神
社
大

祭
は
、
例
年
３
月
３
日
に
行
わ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
を
昨
年
か
ら
、
地

域
内
外
か
ら
来
場
が
で
き
や
す
い

よ
う
に
と
、
毎
年
３
月
第
１
日
曜

日
に
変
更
さ
れ
、
今
年
は
３
月
７

日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
で
し

た
が
、
集
ま
っ
た
町
内
の
中
学
生

か
ら

４０
代
ま
で
の
男
女
が
担
ぐ
「
男

み
こ
し
」
と
「
女
み
こ
し
」
、
子

ど
も
た
ち
の
鼓
踊
り
と
団
扇
踊
り

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
夏
頃
か
ら

毎
晩
練
習
を
重
ね
て
き
た
保
育
園

児
の
鼓
踊
り
と
、
昨
年
復
活
を
果

た
し
た
小
学
生
の
団
扇
踊
り
の
華

や
か
で
勇
壮
な
舞
い
に
、
訪
れ
た

観
客
た
ち
は
終
始
惹
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
今
年
も
、
３
月
中
頃
を
過
ぎ
る

と
、
町
内
各
地
で
は
桜
が
開
花
し
、

私
た
ち
に
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
で
は
、
小
黒
ノ
川
地
区

に
あ
る
「
文
殊
桜
」
が
毎
年
一
番

早
く
開
花
を
迎
え
ま
す
。
　

　
文
殊
桜
は
、
同
地
区
の
文
殊
堂

の
傍
に
立
ち
、
花
び
ら
は
少
し
小

さ
く
鮮
や
か
な
濃
い
ピ
ン
ク
色
を

し
て
い
て
、
毎
年
２
月
末
頃
か
ら

開
花
を
迎
え
る
と
て
も
特
徴
の
あ

る
山
桜
で
す
。
「
文
殊
桜
」
と
い

う
愛
称
で
、
文
殊
堂
と
同
様
に
小

黒
ノ
川
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

り
、
長
年
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
３
月
に
入
る
と
、
早
く
も
そ
の

小
さ
な
花
び
ら
は
、
は
ら
は
ら
と

可
憐
に
舞
い
散
り
始
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
季
節
に
は
珍
し
く
、
見

る
者
の
目
を
奪
う
ほ
ど
の
色
と
姿

を
し
た
文
殊
桜
を
カ
メ
ラ
に
お
さ

め
よ
う
と
、
国
道
傍
に
車
を
停
め

て
立
ち
寄
る
方
々
の
姿
を
度
々
見

か
け
ま
す
。

　
文
殊
桜
は
、
明
治
の
頃
に
、
台

湾
に
樟
脳
を
作
り
に
出
稼
ぎ
に
行

っ
た
地
元
の
方
が
、
苗
木
を
持
ち

帰
り
定
植
し
た
台
湾
桜
と
山
桜
が

自
然
交
配
し
、
そ
れ
が
自
生
し
て

育
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
文
殊
堂
の
敷
地
以
外
の
山
際
に

も
、
同
じ
よ
う
に
濃
い
ピ
ン
ク
の

山
桜
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

※
「
文
殊
堂
」
は
、
広
報
く
ろ
し

お
№

４６ 

１
月
号
３
ペ
ー
ジ
特

集
記
事
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
も
ど
う
ぞ
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
黒
潮
町
で
は
、
町
の
体
育
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
や
振
興
に
、
顕
著
な

功
績
を
あ
げ
た
個
人
や
団
体
に
対

し
て
黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
授
与

し
て
い
ま
す
。
（
黒
潮
町
体
育
会

主
催
）

　
３
月

１２
日
、
第
４
回
黒
潮
町
ス

ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
大
方
あ
か
つ

き
館
で
行
わ
れ
、
個
人
の
部
で

１３

人
、
団
体
の
部
で
４
団
体
の
受
賞

者
の
方
々
へ
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者

【
個
人
の
部
】

◆
陸
上
競
技

　
浜
村
ひ
か
り
さ
ん（
出
口
）

　
弘
瀬
　
将
利
さ
ん（
入
野
）

　
松
井
　
芽
生
さ
ん（
浮
鞭
）

　
杉
本
　
紗
帆
さ
ん（
入
野
）

　
濱
田
　
有
香
さ
ん（
田
野
浦
）

　
森
田
　
真
伍
さ
ん（
佐
賀
）

　
田
邉
　
有
彦
さ
ん（
入
野
）

　
徳
廣
　
恵
也
さ
ん（
入
野
）

　
柿
内
　
剣
児
さ
ん（
入
野
）

◆
弓
道

　
明
神
　
萌
奈
さ
ん（
浮
鞭
）

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
池
田
　
章
夫
さ
ん（
入
野
）

　
酒
井
　
隆
昌
さ
ん（
入
野
）

◆
水
泳

　
林
　
　
　
崇
さ
ん（
入
野
）

【
団
体
の
部
】

◆
サ
ッ
カ
ー

　
大
方
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
黒
潮
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

愛
好
会

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
大
方

◆
陸
上
競
技

　
黒
潮
町
駅
伝
チ
ー
ム
Ａ
チ
ー
ム

受賞者の皆さん、おめでとうございます。今後ますますの
ご活躍を期待しています！
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２
月

２４
日
、
大
方
中
央
保
育
所

で
卒
園
を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち

３４

人
の
記
念
植
樹
が
入
野
松
原
キ
ャ

ン
プ
場
（
入
野
字
横
浜
）付
近
の

砂
地
（
約
１
７
１
平
方
メ
ー
ト
ル
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
四
万
十
森
林
管
理
署

や
幡
東
森
林
組
合
、
幡
多
土
木
事

務
所
、
黒
潮
町
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
高

知
は
た
大
方
支
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜

美
術
館
な
ど
地
域
内
外
の
団
体
の

方
々
も
い
っ
し
ょ
に
、
合
計
２
０

０
本
の
松
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
周
囲
の
大

人
た
ち
に
植
え
方
を
教
わ
り
な
が

ら
約

３０
分
の
植
樹
作
業
を
終
え
る

と
、
さ
っ
そ
く
苗
に
水
や
り
を
し

た
り
、
「
簡
単
や
っ
た
！
」「

２０
本

も
植
え
た
ぁ
」「
お
も
し
ろ
か
っ
た
！
」

と
疲
れ
た
様
子
も
な
く
元
気
な
声

を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
入
野
松
原
保
存
会
副
会
長
文
野

勲
さ
ん
は
「
み
ん
な
の
成
長
と
同

じ
よ
う
に
松
の
木
も
大
き
く
な
っ

て
、
今
か
ら

２０
年
も
経
つ
と
、
立

派
な
大
木
に
な
り
ま
す
。
み
ん
な

も
元
気
に
こ
の
松
の
木
に
負
け
な

い
よ
う
に
大
き
く
な
っ
て
、
大
人

に
な
っ
た
ら
こ
の
植
樹
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
ど
れ
く
ら

い
大
き
く
な
っ
た
か
見
に
来
て
く

だ
さ
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
入
野
海
岸
・
入
野
松
原
は
歴
史

あ
る
白
砂
青
松
・
風
光
明
眉
の
絶

勝
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
黒
潮
町

の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
と
も
言
え

ま
す
。

　
特
に
入
野
松
原
は
、
１
９
２
８

年
（
昭
和
３
年
）
２
月
１７
日
内
閣

府
「
名
勝
」
指
定
を
受
け
た
由
来

伝
説
に
、
「
天
正
中
長
宗
我
部
元

親
の
重
臣
谷
中
兵
衛
忠
澄
が
中
村

城
代
で
あ
っ
た
時
罪
人
に
課
し
て

植
え
し
め
た
も
の
と
伝
う
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
土
佐
物
語
」

の
中
で
幡
多
巡
廻
の
帰
途
に
立
ち

寄
っ
た
長
宗
我
部
元
親
が
「
誠
に

無
双
の
景
地
か
な
。
心
あ
ら
ん
人

に
見
せ
ば
や
と
い
い
し
。
…
」
と

松
原
を
賞
し
た
記
述
や
、「
西
浦

廻
見
日
記
」
に
も
登
場
す
る
な
ど
、

歴
史
あ
る
景
勝
地
で
す
。
大
方
町

史
に
書
か
れ
た
記
述
に
よ
れ
ば
、

そ
の
起
源
は
室
町
時
代
に
も
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
先
人

ら
に
よ
る
保
存
の
歴
史
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
の
誇
り
う
る
そ
の
入
野

松
原
で
、
近
年
で
は
昭
和
５０
年
頃

か
ら
、
マ
ツ
ク
イ
虫
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
、
現
在
も
続
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
松
原
へ
の
心
な
い
不

法
投
棄
に
よ
る
環
境
破
壊
も
問
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
古
き
先
人
の
思
い

を
受
け
継
ぎ
、
入
野
松
原
を
守
り

育
て
後
世
へ
伝
え
残
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
町
内
有
志
や
上
川
口

浦
地
区
か
ら
下
田
の
口
地
区
、
旧

大
方
町
の
組
織
す
る
「
入
野
松
原

保
存
会
」
が
平
成
元
年
に
発
足
さ

れ
、
植
樹
活
動
を
中
心
と
し
て
、

地
域
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
た
松

原
の
管
理
や
海
岸
清
掃
な
ど
の
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月

２５
日
、
第

２１
回
林
間
学
校

が
蜷
川
地
区
（
字
コ
ト
ク
山
）
で

開
か
れ
ま
し
た
。（
幡
東
森
林
組

合
主
催
）

　
こ
の
林
間
学
校
は
、
全
国
一
の

森
林
率
で
あ
る
こ
の
高
知
県
内
で
、

土
壌
に
水
を
蓄
え
、
山
の
崩
壊
を

防
止
し
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し

て
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
重
要

な
役
割
を
担
う
森
林
の
大
切
さ
や
、

そ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

た
め
の
森
づ
く
り
の
大
切
さ
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
林
業
へ
の

理
解
や
興
味
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
平
成
元
年
か
ら
町
内
の
学
校

児
童
生
徒
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い

る
植
樹
体
験
で
、
今
年
で

２１
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
初
、
町
内
の
中
学
生
を
対
象

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
林
間
学

校
は
、
授
業
日
数
な
ど
の
調
整
が

必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在

は
小
学
生
へ
と
対
象
を
変
更
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
佐
賀
小
学
校
５

年
生
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

と
社
会
科
授
業
の
中
で
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　
幡
東
森
林
組
合
の
ス
タ
ッ
フ
に

植
樹
の
注
意
点
を
習
っ
た
子
ど
も

た
ち

２５
人
は
６
班
に
分
か
れ
、
ツ

ル
ハ
シ
を
使
っ
て
自
分
で
穴
を
掘

り
合
計
２
０
０
本
の
ヒ
ノ
キ
の
苗

木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
が
実
際
に
作
業
を
行
う

造
林
植
栽
地
と
あ
っ
て
、
植
栽
地

は
斜
面
で
し
か
も
自
生
木
の
根
が

は
び
こ
る
固
い
土
壌
で
し
た
が
、

み
ん
な
真
剣
な
表
情
で
一
生
懸
命

作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
お
昼

前
に
作
業
を
終
え
、
改
め
て
周
囲

一
面
の
緑
に
ホ
ッ
と
し
た
様
子
で
、

あ
ち
こ
ち
へ
の
散
策
や
気
に
入
っ

た
木
片
や
木
の
葉
な
ど
を
収
集
し

て
自
然
と
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。
宮
川
幸
先
生
は

「
実
際
目
で
見
て
体
験
す
る
こ
と

で
、
自
然
の
大
切
さ
を
よ
り
深
め

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
広
々
と
し
た
山
の
上
で
、
き

れ
い
な
空
気
の
中
で
景
色
を
楽
し

み
思
い
切
り
体
を
動
か
す
こ
と
も
、

子
ど
も
た
ち
は
存
分
に
楽
し
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
大
方
中
央
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

が
卒
園
記
念
植
樹

入
野
松
原
保
存
会

名
勝
入
野
松
原
を
守
り
育
て
る

幡
東
森
林
組
合
「
林
間
学
校
」
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黒
潮
町
駅
伝
大
会（

参
加
１９
チ
ー
ム
）

①
チ
ー
ムsm

ile

（
宿
毛
工
高
）﹇
森

田
真
伍
・
宮
脇
智
也
・
土
居
常
平
・

打
井
健
太
・
泉
千
尋
﹈（

５６
分

１６
秒
）

②（
有
）土
佐
佐
賀
産
直
生
産
組
合

﹇
宮
地
敏
行
・
下
谷
弘
樹
・
土
居

虹
介
・
浜
町
学
・
山
本
重
光
﹈（
１

時
間

０４
分

３５
秒
）③
錦
野
Ａ﹇
田
辺

有
彦
・
畦
地
龍
実
・
森
昭
三
・
門

田
政
史
・
芝
崎
公
志
﹈（
１
時
間

０５

分
０８
秒
）④
Ｔ.
Ｌ.
Ｃ
英
会
話﹇
濱

田
泰
輔
・
岡
村
和
輝
・
森
岡
諒
治
・

ウ
ェ
ィ
ン
ハ
ジ
ィ
フ
・
永
野
裕
也
﹈

（
１
時
間

０５
分

３４
秒
）⑤
イ
ケ
イ
ケ
・

ド
ン
ド
ン﹇
野
村
綾
彦
・
山
下
成

那
・
篠
田
悠
・
小
松
和
真
・
松
本

郁
未
﹈（
１
時
間

０８
分

４４
秒
）

四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会

（
参
加
２０
チ
ー
ム
）

①
四
万
十
ラ
ン
ナ
ー
ズ（

５９
分

４７

秒
）②
宿
毛
走
ろ
う
会（
１
時
間

００

分
２２
秒
）③
カ
フ
ェ
・
リ
ノ（
１
時

間
０３
分

３１
秒
）

小
学
１
・
２
年
生（
１
・
５
㎞
）

男
子
の
部

①
小
出
亮
太（
６
分

１０
秒
）②
西
尾

陽
聖（
６
分

１１
秒
）③
藤
原
功
丞（
６

分
１４
秒
）

女
子
の
部

①
宮
地
桃
花（
６
分

０３
秒
）②
村
上

朋
華（
６
分

２２
秒
）③
西
ま
ひ
る（
６

分
２８
秒
）

小
学
３
・
４
年
生（
２
㎞
）

男
子
の
部

①
吉
松
央
人（
７
分

３８
秒
）②
宮
地

一
成（
７
分

３９
秒
）③
新
谷
竜
平（
７

分
４５
秒
）

女
子
の
部

①
中
野
怜
奈（
８
分

１３
秒
）②
山
本

玲
奈（
８
分

３６
秒
）③
池
川
由
季（
８

分
３７
秒
）

小
学
５
・
６
年
生（
３
㎞
）

男
子
の
部

①
小
橋
優
太（

１０
分

４０
秒
）②
佐
田

力
也（

１１
分

４８
秒
）③
矢
野
川
侑
平

（
１２
分

０８
秒
）

女
子
の
部

①
宮
川
成
美（

１１
分

５７
秒
）②
酒
井

優
衣（

１２
分

３９
秒
）③
二
宮
萌
実（

１２
分

４７
秒
）

中
学
生
〜
３４
歳（
３
㎞
）

男
子
の
部

①
川
村
脩
人（

１０
分

２６
秒
）②
中
田

健
太
郎（

１０
分

５４
秒
）③
有
田
誠（

１０
分

５５
秒
）

女
子
の
部

①
武
内
梓（

１１
分

３１
秒
）②
酒
井
愛

莉（
１１
分

５４
秒
）③
河
内
冴
実（

１１

分
５５
秒
）

３５
歳
〜
５９
歳（
３
㎞
）

男
子
の
部

①
中
村
和
広（

１１
分

１８
秒
）②
中
島
康

（
１１
分

４８
秒
）③
野
村
則
男（

１１
分

５０
秒
）

６０
歳
以
上（
３
㎞
）

男
子
の
部

①
濱
内
喜
代
太（

１３
分

４９
秒
）②
吉

尾
正
市（

１３
分

５８
秒
）③
酒
井
隆
昌

（
１７
分

１０
秒
）

女
子
の
部

①
酒
井
澄
子（

２２
分

４８
秒
）

中
学
生
〜
３４
歳（
６
㎞
）

男
子
の
部

①
山
口
光
明（

１８
分

５９
秒
）②
松
岡
玲

（
１９
分

５１
秒
）③
東
周
平（

１９
分

５６
秒
）

３５
歳
〜
５９
歳（
６
㎞
）

男
子
の
部

①
吉
松
昭
人（

２１
分

５７
秒
）②
塩
田

充
幸（

２２
分

０３
秒
）③
山
下
順
生（

２２
分

１６
秒
）

男
子（
参
加
３５
チ
ー
ム
）

①
チ
ー
ム
入
野
Ａ﹇
小
橋
優
太
・

秋
田
朱
利
・
宮
川
竜
一
・
杉
村
由

人
・
澳
本
幸
大
﹈（

２４
分

４９
秒
）②

中
村
南
小
学
校
Ａ（

２５
分

１０
秒
）③

東
山
小
学
校
Ａ（

２５
分

２４
秒
）④
窪

川
小
学
校
Ａ（

２５
分

２７
秒
）⑤
佐
賀

小
学
校
Ａ﹇
泉
基
来
・
小
橋
充
幹
・

浜
中
虹
昴
・
秋
田
天
晴
・
山
崎
優

志
﹈（

２５
分

３９
秒
）⑥
三
浦
子
ど
も

会
Ａ﹇
井
上
聖
也
・
沖
村
和
真
・

土
居
耕
大
・
長
闢
海
世
・
川
村
直

矢
﹈（

２６
分

０１
秒
）⑦
中
村
小
ブ
ル

ー（
２６
分

０９
秒
）⑧
伊
与
喜
小
学
校

﹇
森
光
司
郎
・
森
田
聖
・
土
居
雄

太
郎
・
藤
原
功
丞
・
西
美
登
﹈（

２６

分
２１
秒
）⑨
南
郷
小
学
校﹇
矢
野
川

侑
平
・
植
田
進
哉
・
北
川
文
太
・

酒
井
優
・
矢
野
川
大
聖
﹈⑨
窪
川

小
学
校
Ｃ
⑨
東
山
小
学
校
Ｂ（

２６

分
２３
秒
）

女
子（
参
加
１７
チ
ー
ム
）

①
東
山
小
学
校
Ａ（

２６
分

３３
秒
）②

中
村
南
小
学
校
Ａ（

２６
分

５３
秒
）③

チ
ー
ム
入
野
Ａ﹇
宮
川
成
美
・
池

田
愛
果
・
宮
地
真
由
・
宮
地
未
夢
・

酒
井
優
衣
﹈（

２６
分

５４
秒
）④
中
村

小
レ
ッ
ド（

２７
分

１９
秒
）⑤
東
山
小

学
校
Ｂ（

２７
分

３２
秒
）⑥
伊
与
喜
小

学
校﹇
森
田
き
ら
り
・
山
下
沙
希
・

森
田
菜
月
・
西
ま
ひ
る
・
山
下
智

子
﹈（

２８
分

１１
秒
）⑦
チ
ー
ム
入
野

Ｂ﹇
澳
本
み
な
み
・
宮
地
光
・
山

闢
媛
加
・
藤
本
ま
あ
り
・
二
宮
萌

実
﹈（

２８
分

２４
秒
）⑧
中
村
小
グ
リ

ー
ン（

２８
分

２５
秒
）⑨
佐
賀
小
学
校

﹇
前
田
莉
穂
・
永
野
麻
尋
・
明
神

萌
花
・
濱
口
紗
良
・
明
神
奈
々
花
﹈

⑨
三
浦
子
ど
も
会
Ａ﹇
山
本
紗
羅
・

川
村
志
織
・
沖
村
美
宙
・
山
沖
遥
菜
・

山
沖
真
菜
﹈（

２８
分

２７
秒
）

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
結
果

２
０
０
９
年
度
黒
潮
町
駅
伝
大

会
兼
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
結

果（
１７・
２
㎞
／
３
月
７
日
開
催
）

第
４
回
黒
潮
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

結
果
（
２
月
７
開
催
）

第
４
回
黒
潮
町
少
年
駅
伝
大
会

結
果（
６
・
７
㎞
／
１
月
１１
開
催
）

チームsmileのみなさんおめでとうございます！！
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
46

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

こ
の
ペ
ー
ジ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、以
下
に
お
願
い
し
ま
す
。
【
本
庁
】
総
務
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
1
2（
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
　
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

　
今
回
で
３
年
目
を
迎
え
た
『
防

災
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
が

１
月

１７
日
か
ら
全
３
講
座
の
内

容
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
は

１６

名
の
方
が
全
過
程
を
修
了
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
災
害
や
防
災

対
策
に
つ
い
て
一
定
の
知
識
と

技
術
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
で
、
災
害
の
被
害
を
軽

減
し
、
被
災
後
の
地
域
の
維
持
・

継
続
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
月

１７
日
に
行
わ
れ
た
第
１

講
座
で
は
、
防
災
気
象
講
習
と

し
て
、
高
知
地
方
気
象
台
の
出

羽
教
雄
さ
ん
と
中
平
昭
彦
さ
ん

を
講
師
に
、
日
頃
起
こ
り
や
す

い
台
風
や
大
雨
と
い
っ
た
風
水

害
や
、
地
震
に
よ
る
津
波
の
被

害
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
を
受

け
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る

地
域
は
、
ど
ん
な
場
所
で
何
が

起
き
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
な

ど
、
災
害
の
仕
組
み
や
地
域
の

防
災
対
策
な
ど
を
詳
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
２
講
座
は
、
黒
潮
消
防
署

員
よ
り
、
救
命
に
関
す
る
知
識

と
技
能
を
学
び
、
ま
さ
か
の
と

き
に
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ

う
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

操
作
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
第
３
講
座
で
は
、

１５
年
前
に

発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
兵
庫
県
淡
路
島
の
北
淡
町
（
現

淡
路
市
）
で
実
際
に
体
験
し
、

消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
災
害

対
応
に
当
た
ら
れ
た
経
験
を
持

つ
米
山
正
幸
さ
ん
（
現
職
は
野

島
断
層
保
存
館
副
館
長
）
に
、

当
時
の
様
子
を
ふ
ま
え
、
被
災

し
た
直
後
の
災
害
活
動
や
、
大

き
な
災
害
時
に
は
日
ご
ろ
の
活

動
や
地
域
の
つ
な
が
り
が
い
か

に
大
切
で
あ
る
か
と
い
っ
た
今

後
の
備
え
に
つ
い
て
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
、
実
技
講
習
と
し
て
、
日

本
防
災
士
会
高
知
支
部
の
依
岡

陽
子
さ
ん
と
石
川
洋
一
さ
ん
を

講
師
に
応
急
処
置
や
ロ
ー
プ
ワ

ー
ク
、
身
近
な
も
の
を
使
っ
て

の
テ
ン
ト
設
営
や
ラ
ン
プ
の
作

り
方
な
ど
、
災
害
時
に
地
域
で

役
立
つ
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

 
皆
さ
ん
も
次
の
機
会
に
は
ぜ

ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
災
害
に

向
き
合
え
る
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
一
緒
に
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

 
そ
し
て
、
わ
が
ま
ち
の
防
災

サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
地
域
防

災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
実
施
し
ま
し
た

高知地方気象台による防災気象講習
の様子（第1講座）

貴重な体験談を話していただいた講
師の米山さん（第３講座）

災害時などに役立つロープワークを
学ぶ参加者（第３講座）

津波警報、高知県内で14年ぶりに発表 －チリ大地震津波－

　今年２月２７日に南米チリで発生した大地震により、翌日２８日には高知県沿岸部に津波警報が
１４年ぶりに発表されました。
　黒潮町では警報発表と同時に災害対策本部を立ち上げ、消防団などの関係機関とともに巡回
による広報や防災行政無線などを通じて町民に注意を促したり、一部地区には初めての避難勧
告を出すなど警戒が続きました。
　町内では午後４時半過ぎ頃から津波の到達が確認され、目視ではあるものの潮位の変化が大
きいところで１００㎝を観測されましたが、被害もなく、無事、警戒体制を解くことができました。
　しかし、津波警報により避難勧告が出されたものの避難者は少なく、町内で開催されていた
催しも継続されていたことや、津波警報・注意報が解除になる前に避難所から帰宅された方も
いたことなど、全国的に課題となっている内容と同様の課題が浮き彫りになりました。
　今回の津波対策は、警報レベル（高いところで２m程度と予想）だったことや、遠隔地での
地震による津波だったため、避難までの時間が十分にあったことなど、南海地震対策とは条件
が違い、かなり違った対応を求められたことを確認しておきたいと思います。
　次の南海地震では、早いところは５分程度で「大津波」が黒潮町の沿岸を襲い、３０分程度で
多くの地域が浸水被害にあうと予想されています。
　今回の経験から、津波を「あんなもの」と軽視することなく、被害を軽減するためにも、津
波に関する情報が出されたり、大きな揺れを感じたら、役場からの呼びかけを待たず、まず避
難、そして、安全が確認できるまでは避難の継続ということを確認し、津波被害ゼロを目指し
た対策を進めましょう。



潯広報くろしお  №49　2010（平成22）年4月号

歳　入
（91億3,000万円）

 

 

 
地
域
に
あ
る
「
人
・
自
然
・
歴

史
・
産
業
・
文
化
」
な
ど
の
多
様

な
魅
力
を
さ
ら
に
生
か
し
た
取
り

組
み
を
地
域
と
協
働
し
て
実
施
し

て
い
く
基
本
構
想
を
も
と
に
、
産

業
の
振
興
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
充
実
、
教
育
・
文
化
の
振
興
、

基
盤
整
備
な
ど
の
具
体
策
の
指
針

と
し
て
、
黒
潮
町
の
主
要
施
策
・

重
点
施
策
を
定
め
た
総
合
振
興
計

画
が
昨
年
度
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
合
振
興
計
画
の
５
つ
の
基

本
計
画
に
沿
っ
て
、
平
成

２２
年
度

当
初
予
算
の
提
案
に
努
め
ま
し
た
。

 
黒
潮
町
の
平
成

２２
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
前
年
度
比

１０
・

９
％（
９
億
円
）増
額
の

９１
億
３,

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

１１
項
目
の
特
別
会
計
を
加
え
て
重

複
分
を
除
い
た
純
合
計
は
、
１
２

４
億
６,
６
２
５
万
９
千
円
で
８
・

５
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

 
一
般
会
計
で
増
額
と
な
っ
た
の

は
、
情
報
基
盤
整
備
事
業
の
本
格

実
施
、
佐
賀
中
学
校
建
設
事
業
な

ど
の
普
通
建
設
事
業
の
増
に
よ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、特
別
会
計
で
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
な
ど
に
よ

り
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
が

大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
町
税
７
億
８,
３
９

４
万
円（
前
年
度
比
２
・
２
％
増
）

な
ど
、
自
主
財
源
が

１２
億
８,
０

３
１
万
１
千
円（
構
成
比

１４・
０
％
）、

地
方
交
付
税

３９
億
２
８
４
万
７
千

円（
前
年
度
比
６
・
１
％
増
）な
ど

依
存
財
源
は
、

７８
億
４,
９
６
８

万
９
千
円
（
構
成
比

８６
・
０
％
）

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
町
債
は

１８
億
６,
８
７
０
万
円（
前

年
度
比

３５
・
８
％
増
）で
、
臨
時
財

政
対
策
債（
赤
字
地
方
債
）４
億
９

０
０
万
円
、
過
疎
対
策
事
業
債

１２

億
９,
１
３
０
万
円
、
辺
地
対
策

事
業
債
８,
２
４
０
万
円
、合
併
特

例
事
業
債
７,
５
６
０
万
円
、災
害

復
旧
事
業
債
１,
０
４
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
平
成

２２
年
度
末
の

起
債
残
高
は
１
１
１
億
３,
７
９

２
万
６
千
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
基
金
の
繰
入
額
は
、
８,
６
６

３
万
４
千
円（
前
年
度
比

７９
・
６
％

減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

２２

年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は

９
億
８,
９
１
０
万
５
千
円
の
見

込
み
で
す
。

黒潮町の一般会計当初予算は
              91億3,000万円です
黒潮町の一般会計当初予算は
              91億3,000万円です
黒潮町の一般会計当初予算は
              91億3,000万円です

― 前年度比10．9％（9億）の増額となりました ―

予
算
編
成
の
概
要

歳
　
入

◆ その他自主財源（内訳）

予　算　額

財　産　収　入 1,653万5千円

◆ その他依存財源（内訳）

予　算　額

地　方　譲　与　税 8,300万円

利　子　割　交　付　金 380万円

配　当　割　交　付　金 110万円

株式等譲渡所得割交付金 50万円

地方消費税交付金 9,840万円

ゴルフ場利用税交付金 1,070万円

自動車取得税交付金 1,360万円

地 方 特 例 交 付 金 990万円

交通安全対策特別交付金 160万円

寄　　　附　　　金 2,015万1千円

繰　　　越　　　金 1,000万円

諸　　　収　　　入

合　計　　2億1,175万3千円

合　計　　2億2,260万円

1億6,506万7千円

繰入金　1.0%
8,798万4千円

その他自主財源
2.3%
2億1,175万3千円

使用料および手数料　1.2%
1億556万2千円

町税　8.6%
7億8,394万円

地方交付税　42.7%
39億284万円7千円

国庫支出金　13.5%
12億3,696万9千円

県支出金
6.8%
6億1,857万3千円

町債　20.5%
18億6,870万円

依存財源　86.0%
78億4,968万9千円

自主財源　14.0%
12億8,031万1千円

その他依存財源　2.4%
2億2,260万円

分担金および負担金　1.0%
9,107万2千円

2010（平成22）年度
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歳　出
（91億3,000万円）

歳　出
（91億3,000万円）

　
歳
出
は
、
目
的
別
で
は
予
算
額

の
多
い
順
に
総
務
費

２０
億
４,
８

２
４
万
４
千
円
（
前
年
度
比

６０
・

０
％
増
）、
民
生
費

１９
億
１,
５
９

１
万
４
千
円
（
前
年
度
比
７
・
９

％
減
）、
公
債
費
（

１３
億

３０
万
６

千
円
（
前
年
度
比
０
・
４
％
増
）、

土
木
費

１０
億
８,
５
１
１
万
７
千

円
（
前
年
度
比

３０
・
０
％
増
）
と

な
っ
て
お
り
、
４
部
門
の
み
で
全

体
の

６９
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
総
務
費
が
大
幅
に
増
加
し
た
の

は
情
報
基
盤
整
備
事
業
の
本
格
実

施
に
よ
る
も
の
で
、
土
木
費
の
増

加
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

事
業
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
教
育
費
が
佐
賀
中
学
校
建

設
事
業
に
よ
っ
て
９
億
９,
８
１

１
万
２
千
円
（
前
年
度
比
１
０
９
・

２
％
増
）
と
大
幅
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
性
質
別
で
は
人
件
費

１６
億
７,

４
５
０
万
３
千
円
（
前
年
度
比
１
・

０
％
減
）
と
な
っ
て
お
り
、
公
債

費
と
扶
助
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的

経
費
が

３５
億
３,
０
０
１
万
３
千

円
（
前
年
度
比
３
・
７
％
増
）、
普

通
建
設
事
業

２９
億
３,
４
２
９
万

７
千
円
な
ど
投
資
的
経
費
は

３０
億

５
１
６
万
５
千
円
（
前
年
度
比

３２

・
２
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に

す
る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
分
し

設
け
ら
れ
る
会
計
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
左
下
段
表
の
と

お
り

１１
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
特
別
会
計
予
算
総
額

は
、
純
計
額
を
除
き

３４
億
１,
５

７
５
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

議会費　1.0%
8,961万4千円

消防費
3.6%
3億3,140万9千円

教育費　10.9%
9億9,811万2千円

災害復旧費　0.9%
8,180万8千円

公債費　14.2%
13億30万6千円

公債費　14.2%
13億30万6千円

物件費　11.6%
10億6,000万9千円

維持補修費　0.1%
688万3千円

補助費　9.7%
8億8,520万3千円

普通建設事業　32.1%
29億3,429万7千円

積立金　0.1%
853万7千円

投資・出資金　0.0%
25万円

貸付金　0.8%
7,500万円

繰出金　6.0%
5億5,034万7千円

予備費　0.1%
859万3千円

予備費　0.1%
859万3千円

災害復旧費　0.8%
7,086万8千円

土木費　11.9%
10億8,511万7千円

農林水産業費　5.6%
5億1,343万1千円

商工費　0.9%
8,540万4千円

民生費　21.0%
19億1,591万4千円

衛生費　6.1%
5億5,330万1千円労働費　1.3%

1億1,874万7千円

総務費　22.4%
20億4,824万4千円

人件費　18.3%
16億7,450万3千円

扶助費　6.1%
5億5,520万4千円

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 989万7千円

宮 川 奨 学 資 金 2,518万6千円

国 民 健 康 保 険 事 業 18億9,136万7千円

国 民 健 康 保 険 直 診 9,200万円

老 人 保 健 事 業 183万8千円

介 護 保 険 事 業 14億8,516万5千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 1,627万1千円

農 業 集 落 排 水 事 業 3,867万8千円

漁 業 集 落 排 水 事 業 830万4千円

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 事 業 1億8,735万5千円

水 道 事 業

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪ 2億739万5千円

◆ 特別会計

歳
　
出

特
別
会
計

目的別

性質別
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平成22年度の主な事業（※抜粋であり、全ての事業を網羅しているものではありません。）

思いやりのある健康・医療・福祉
のまちづくり

【保健・医療】
【保健事業� 1,926万1千円
【予防接種事業� 1,844万1千円

【次世代育成・子育て支援】
【乳幼児医療費助成事業� 1,693万5千円
【妊婦・乳児一般健康診査事業�871万1千円
【地域子育て支援センター� 749万1千円
【多子世帯保育料軽減事業� 525万8千円
【放課後子ども教室� 905万7千円

【地域福祉】
【市野々川地区集会所新築事業
� 1,750万円

【高齢者福祉】
【敬老会事業補助金� 395万円
【老人保護措置事業� 3,919万9千円
【在宅介護手当� 780万円
【生きがい活動支援通所事業�808万5千円

【障がい者福祉】
【重度心身障がい児者医療費助成事業
� 4,317万6千円
【心身障がい児者福祉手当� 284万円
【住宅改造支援事業� 199万8千円
【障がい者自立支援給付費�1億9,136万5千円

誇りの持てる教育・文化のまちづくり

【学校教育】
【佐賀中学校改築事業� 5億497万2千円
【佐賀小学校屋内運動場耐震補強事業
� 3,500万円

【スポーツ・レクリエーション活動】
【はだしマラソン全国大会� 251万3千円
【いごっそう・アクアスロン・EKIDEN大会
� 150万円

【国際交流】
【中学生海外派遣交流事業� 732万6千円
【外国青年招致事業（ALT）�939万8千円

活力ある産業と交流のまちづくり

【農業振興】
【産業振興推進総合事業� 7,533万円
【こうち農業確立総合支援� 5,174万円
【新規就農者研修事業� 480万円
【中山間地域集落営農等支援事業
� 933万4千円
【ハウス整備事業� 200万円
【単独品目野菜価格安定事業�100万8千円

【林業振興】
【森林整備地域活動支援交付金事業
� 1,917万1千円
【緊急間伐総合支援事業� 139万円
【公有林整備事業� 263万円
【鳥獣被害防除対策事業� 385万4千円
【林業振興貸付金� 1,500万円

【水産振興】
【黒潮一番地カツオビジネス創造事業
� 3,000万9千円
【資源管理型漁業推進事業� 511万7千円
【入野漁港地域水産物供給基盤整備事業
� 630万8千円
【灘漁港建設事業� 2,302万4千円
【外国人研修生受入事業� 3,759万4千円
【水産業経営資金貸付金� 2,000万円

【商工振興】
【地域商品券発行委員会補助金� 100万円
【商工経営資金貸付金� 1,000万円
【消費者行政活性化事業� 372万3千円

【観光振興】
【観光振興事業業務委託� 832万8千円
【松原再生事業� 156万8千円

【雇用促進対策】
【ふるさと雇用再生特別基金事業
� 5,989万4千円
【緊急雇用創出臨時特例基金事業
� 4,130万1千円
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（性質別）

予備費

災害復旧費

普通建設事業

繰出金

貸付金

投資・出資金

積立金

補助費

維持補修費

物件費

公債費

扶助費

人件費

自然環境と調和のとれたまちづくり

【住宅整備】
【ストック総合改善事業� 4,271万円
【上分地区宅地開発事業� 1億2,890万円

【公園緑地整備】
【上川口港湾建設事業（緑地公園整備）
� 8,216万6千円
【坂折公園整備� 1,635万円
【塩屋公園整備� 1,337万円

【生活排水整備】
【循環型社会形成推進交付金�920万6千円

【土地利用】
【地籍調査事業� 2,481万6千円

【道路・交通網】
【町道中角藤縄線� 1億1,235万円
【町道池廻り1号線� 6,533万円
【町道池廻り2号線� 5,350万円
【町道整備事業（成又熊野浦線・馬荷線など）
� 2億7,643万4千円
【公共交通】
【土佐くろしお鉄道経営基金造成負担金
� 1,164万2千円
【公共交通バス補助金� 3,350万円

【情報通信】
【情報基盤整備事業�10億4,708万7千円
【携帯電話等エリア整備事業
� 3,404万5千円
【防災対策】
【避難道整備� 1,240万円

【消防・救急】
【防火水槽整備事業� 1,550万円
【消防自動車整備事業� 1,360万円

ふれあい豊かでみんなが主役のまちづくり

【地域コミュニティの充実】
【地域維持活性化交付金� 1,100万円
【地域再生資金貸付事業� 3,000万円
【コミュニティ助成事業� 670万円

【人権教育・啓発】
【女性泊まり合い人権教育研修会
� 122万8千円

一般会計歳出比較（対平成21年度）

（目的別）

0
平成21年度 平成22年度

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

予備費

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

労働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

（億円）

0
平成21年度 平成22年度

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
（億円）

【お問い合わせ】
本庁　総務課　財務係　蕁43－2112（直通）
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4月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間 健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

４
月
中
旬
か
ら
５
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
目
指
そ
う
！

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
係

　
　
　
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

出口集会所 ※9：00～10：00
特 　 定 　 健 　 診21日（水）

馬荷小学校体育館 ※13：30～14：30
浮津集会所 9：30～10：30健 　 康 　 相 　 談

愛 　 育 　 相 　 談
22日（木）

大方中央保育所 9：30～11：00

田野浦集会所
※9：00～10：00

特 　 定 　 健 　 診20日（火）
※13：30～14：30

米原集会所 9：00～09：05
有井川　川の内 9：15～09：20
有井川集会所 9：35～10：15肺　が　ん　検　診

（胸部レントゲン）�
早咲集会所 10：40～11：3016日（金）
伴太郎集会所 13：40～13：50
蜷川健康支援センター 14：20～15：00
鞭　旧東部保育所 9：30～10：30健 　 康 　 相 　 談

大方地域

4月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

佐賀地域

9：30～11：00横浜愛育健康相談19日（月） 佐賀老人憩の家
9：30～11：00上分ふれあいサロン23日（金） 上分集会所

5月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
9：30～11：00馬地ふれあいサロン6日（木） 馬地集会所
9：30～12：00高齢者運動機能測定7日（金） 総合センター
9：30～12：00寝たきり予防運動教室11日（火） 保健センター
9：30～11：00伊与喜ふれあいサロン13日（木） 伊与喜集会所

保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室14日（金）

5月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
錦野集会所 9：00～09：50
芝　中央保育所前 10：10～11：30

肺　が　ん　検　診
（胸部レントゲン）�6日（木）

保健福祉センター 13：20～14：20
南部保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談
大方橘川集会所 9：30～10：30

健 　 康 　 相 　 談7日（金）
御坊畑集会所 13：30～14：30

北郷小学校 体育館 ※9：00～10：00
特 　 定 　 健 　 診14日（金）

加持ふれあいセンター ※13：30～14：30

保健福祉センター ※13：00～13：30乳 　 児 　 健 　 診10日（月）
浮津集落センター 9：30～10：30

健 　 康 　 相 　 談11日（火）
上川口浦集会所 10：30～11：30

上川口小学校 体育館 ※9：00～10：00特 　 定 　 健 　 診12日（水）
※13：30～14：30

大方くじら保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談13日（木）

南部保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談23日（金）
大井川バス終点広場 9：00～09：10
北郷小学校前 9：20～09：45
加持ふれあいセンター 10：00～10：50

肺　が　ん　検　診
（胸部レントゲン）�

26日（月）
浮津集落センター 11：10～11：40
鞭　旧東部保育所 13：30～14：30
大方くじら保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談27日（火）

注）表中の※印は、受付時間となります。
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糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
る
人
は
年
々

増
え
続
け
、
今
で
は
大
き
な
健
康

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成

１９
年
「
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
」
の
結
果
で
は
、
糖
尿
病
が

強
く
疑
わ
れ
る
人
は
約
８
９
０
万

人
、
糖
尿
病
の
可
能
性
が
否
定
で

き
な
い
人
は
約
１,
３
２
０
万
人

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
膵
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
「
イ
ン

ス
リ
ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
働

き
が
低
下
し
た
り
不
足
し
て
し
ま

い
、
血
液
中
に
ブ
ド
ウ
糖
が
増
え

す
ぎ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
栄
養
素
が
調
子
良

く
利
用
さ
れ
な
く
な
り
、
血
糖
値

が
高
い
状
態
が
続
き
ま
す
。

　
治
療
せ
ず
に
血
糖
値
が
高
い
状

態
を
放
置
し
て
い
る
と
次
の
よ
う

な
合
併
症
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆ 

糖
尿
病
性
網
膜
症

　
目
の
底
に
あ
る
網
膜
と
い
う
部

分
の
血
管
が
障
が
い
を
受
け
、
視

力
が
弱
く
な
り
ま
す
。
場
合
に
よ

っ
て
は
失
明
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

◆ 

糖
尿
病
性
腎
症

　
腎
臓
の
血
管
が
障
が
い
を
受
け
、

除
々
に
尿
が
つ
く
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
、
老
廃
物
が
た
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
人
工
透

析
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

◆ 

糖
尿
病
性
神
経
障
害

　
し
び
れ
、
痛
み
、
立
ち
く
ら
み
、

壊
疽
（
体
の
組
織
の
一
部
が
機
能

し
な
く
な
る
こ
と
）
な
ど
が
お
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
狭
心
症
や
脳
梗
塞
、

心
筋
梗
塞
な
ど
を
併
発
す
る
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
耐
糖
能
検
査
（
血
液
中
の
血
糖

を
正
常
に
戻
す
能
力
）
を
採
血
や

採
尿
に
よ
っ
て
検
査
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
は
特
定
健
診
で
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ
、
尿
糖
の
２
項

目
で
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

◆ 

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
Ｃ

　
赤
血
球
の
中
に
あ
り
、
体
内
に

酸
素
を
運
ぶ
働
き
を
す
る
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
と
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が

結
合
し
た
も
の
が
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａ
１
Ｃ
で
す
。
血
液
中
に
ブ
ド
ウ

糖
が
増
え
る
と
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

と
結
合
し
た
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１

Ｃ
が
増
加
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
度
結
合
す
る
と
赤
血

球
の
寿
命
の
約
１
２
０
日
間
は
そ

の
ま
ま
な
の
で
、
１
〜
３
カ
月
の

血
糖
状
態
の
目
安
が
わ
か
り
ま
す
。

◆ 

尿
糖

　
糖
尿
病
は
血
糖
値
が
一
定
限
度

を
超
え
る
と
、
腎
臓
を
通
し
て
糖

が
尿
に
出
て
き
ま
す
。

　
こ
の
尿
中
の
糖
を
測
定
す
る
の

が
尿
糖
の
検
査
で
す
。

　
し
か
し
尿
に
糖
が
出
や
す
い
体

質
の
人
や
、
食
後
に
一
時
的
に
血

糖
値
が
上
昇
し
、
尿
糖
が
出
る
場

合
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
で
は

糖
尿
病
と
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
糖
尿
病
の
方
は
尿
糖

が
出
る
場
合
が
多
く
、
尿
糖
を
調

べ
る
と
糖
尿
病
の
方
が
発
見
し
や

す
い
た
め
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
表
１
は
平
成

２１
年
度
、
黒
潮
町

で
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
の

耐
糖
能
判
定
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
Ｃ
）
結
果
で
す
。

　
異
常
な
し
と
判
定
さ
れ
た
方
は

半
数
以
下
で
あ
り
、
要
精
密
、
要

医
療
と
判
定
さ
れ
た
方
は
合
わ
せ

て
３５
人
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
表
２
は
黒
潮
町
が
実
施
す
る
耐

糖
能
検
査
の
判
定
基
準
で
す
。

　
糖
尿
病
は
症
状
が
で
な
い
こ
と

が
多
く
、
症
状
が
で
た
時
に
は
す

で
に
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

　
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
健
診
で

要
精
密
検
査
・
要
医
療
と
判
定
さ

れ
た
方
は
必
ず
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
自
身
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
た

め
に
も
毎
年
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

糖
尿
病
の
検
査

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

し
の
び
よ
る
合
併
症

健
康
知
恵
袋

「
糖
尿
病
」に
気
を
つ
け
て

当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

4月

11日（第2日曜日） 吉井病院 蕁34－5005 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146
18日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 沢田医院 蕁0880－63－2304
25日（第4日曜日） 中村クリニック 蕁34－5100 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

5月

02日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 奥谷整形外科 蕁0880－63－1202
03日（憲法記念日） 森下病院 蕁34－2030 大西内科胃腸科 蕁0880－63－1267
04日（みどりの日） 山下整形外科 蕁34－0511 清谷医院 蕁0880－63－2302
05日（こどもの日） 幡多病院 蕁34－6211 いなげ胃腸科内科 蕁0880－62－1113
09日（第2日曜日） こいけクリニック 蕁35－5112 大井田病院 蕁0880－63－2101

29日（昭和の日） さくらクリニック 蕁35－2555 筒井病院 蕁0880－66－0013

※当直医は変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

判定区分

異常なし

要経過観察

要精密検査

要医療

現在治療中

合　計

人　　数

445

637

29

6

96

1,213

え

そ

表１）平成21年度特定健診結果　
耐糖能判定（ヘモグロビンA1C）

ヘモグロビンA1C検査

～5.1 5.2～6.0 6.1～6.9 7.0～

尿糖検査

－ ±以上

異常なし 要経過観察

異常
なし

要経過
観察

要精密
検査

要医療

表２）黒潮町が実施する特定健診の
耐糖能検査の判定基準
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生活機能評価について
介護保険広報シリーズ瀾ガイ ド介護保険介護保険介護保険

　「年をとると心身の機能が衰えるのは仕方がないこと」と考えていませんか。
　確かに、高齢になると心身の機能は低下してきますが、使いつづけること、さらに、鍛え
ることによって低下を防ぎ、向上させることもできます。
　そのためには、まず今の自分の状態をよく知り、心身の機能に衰えがないかをチェックす
ることが大切です。「生活機能」とは心や体の働き（心身機能）だけでなく、日常生活を送
る機能全体をいいます。この機能が低下していないかをチェックするのが「生活機能評価」
です。
　高齢期をいつまでも健やかに過ごすために、生活機能評価を受けましょう。

～いつまでも健やかに暮らすために生活機能評価を受けましょう～

平成20年度から、65歳以上の方を対象に「生活機能評価」が始まっています。
対象となる方は、集団検診前に『基本チェックリスト』をお送りします。

◆ 生活機能評価とは
　高齢期の健康づくりでは、今ある心身の機能をできるだけ落とさないことが、生活
習慣病の予防とともに重要になってきます。そのためには、生活機能の低下をチェッ
クする生活機能評価を実施し、生活機能の低下がみられる方には低下を防ぐための介
護予防を実施します。

◆ 対象となる方
　平成22年4月1日現在、65歳以上（昭和20年4月1日以前に生まれた方）の介護保
険第1号被保険者〈要支援・要介護認定を受けている人は除く〉 

◆ 生活機能評価の流れ
①「基本チェックリスト」の内容を含めた問診や計測、診察などの「生活機能チェッ

ク」を受けます。
②生活機能チェックの結果、生活機能の低下が見られる方（特定高齢者の候補者）

は生活機能検査を受けます。
③医師の判定により生活機能の向上が必要な方は介護予防などの事業へ参加します。

★『基本チェックリスト』をお試しください。
　左ページは、該当者の方へ送付される「基本チェックリスト」の内容です。
　あなたの日常生活を「はい」と「いいえ」でチェックしてみましょう。

【あなたが回答した枠の中に★マークはありますか？】
　質問０１～０５で回答した枠に★がある方 ⇒「健康づくり全般」に取り組みましょう。
　質問０６～１０で回答した枠に★がある方 ⇒「運動器の機能向上」に取り組みましょう。
　質問１１・１２で回答した枠に★がある方 ⇒「栄養改善」に取り組みましょう。
　質問１３～１５で回答した枠に★がある方 ⇒「口腔機能の向上」に取り組みましょう。
　質問１６・１７で回答した枠に★がある方 ⇒「閉じこもり予防」に取り組みましょう。
　質問１８～２０で回答した枠に★がある方 ⇒「認知症予防」に取り組みましょう。
　質問２１～２５で回答した枠に★がある方 ⇒「うつ病予防」に取り組みましょう。
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　あなたの日常生活を「はい」と「いいえ」でチェックしてみましょう。
　活動的な生活を送るために必要な体の機能を維持・向上させるには、特に「運動器の機能向上」

「栄養改善」「口腔機能の向上」が重要です。（チェックした結果は右ページをご覧ください。）

日常生活のチェックをしてみましょう日常生活のチェックをしてみましょう日常生活のチェックをしてみましょう

はい いいえ質　問　項　目

1 ★ ★バスや電車で１人で外出していますか

2 ★ ★日用品の買物をしていますか

3 ★ ★預貯金の出し入れをしていますか

4 ★ ★友人の家を訪ねていますか（外に出て友人と交流が図れていますか）

5 ★ ★家族や友人の相談にのっていますか

6 ★ ★階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか

7 ★ ★イスに座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか

8 ★ ★15分位続けて歩いていますか（歩いたり畑仕事をしたり）

9 ★ ★この１年間に転んだことがありますか

10 ★ ★転倒に対する不安は大きいですか

11 ★ ★6カ月間で2～3キログラム以上の体重減少がありましたか

12 ★ ★

ＢＭＩが18.5未満ですか

（ＢＭＩ＝体重　　　kg÷身長　　　m÷身長　　　m）

※ＢＭＩ（体格指数）とは肥満や低体重の判定に用いられるものです。

例）体重60kg、身長150cmの人の場合

　　BMI＝60（kg）÷1.5（m）÷1.5（m）＝26.7

13 ★ ★半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか

14 ★ ★お茶や汁物などでむせることがありますか（気になりますか）

15 ★ ★口の渇きが気になりますか

16 ★ ★週に1回以上は外出していますか

17 ★ ★昨年と比べて外出の回数が減っていますか

18 ★ ★周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか

19 ★ ★自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか

20 ★ ★今日が何月何日かわからないときがありますか

21 ★ ★（ここ2週間）毎日の生活に充実感がない

22 ★ ★（ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった

23 ★ ★（ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる

24 ★ ★（ここ2週間）自分が役に立つ人間だと思えない（日常生活で自分の役割がない）

25 ★ ★（ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする

◆ 基本チェックリスト（生活機能評価用）

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116（直通）
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一
般
曹
候
補
生
（
一
般
自
衛
隊
）

　
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
部
隊
勤
務

を
通
じ
て
、そ
の
基
幹
隊
員
と
な
っ

て
活
躍
す
る
自
衛
官
を
養
成
す
る

制
度
で
す
。採
用
後
２
年
９
カ
月
経

過
以
降
３
等
陸
・
海
・
空
曹
に
昇
任

し
ま
す
。な
お
、昇
任
後
は
、４
年
で

幹
部
候
補
生
部
内
選
抜
試
験
の
受

験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

応
募
資
格

　
１８
歳
以
上

２７
歳
未
満
の
者

　
〈
平
成

２３
年
４
月
１
日
現
在
〉

※
た
だ
し
、今
回
の
試
験
を
高
校
生

が
受
験
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

試
験
日

　
一
次
試
験
／
５
月

２２
日（
土
）

受
付
期
限
　
５
月

１０
日（
月
）

初
任
給
　
１
５
９,
５
０
０
円

　
〈
平
成

２１
年
４
月
１
日
現
在
〉
 

※
食
事
・
光
熱
費
・
宿
舎
費
な
ど
無
料

ボ
ー
ナ
ス
　
年
２
回（

４.５
カ
月
）

　
〈
平
成

２１
年
４
月
１
日
現
在
〉

休
日
休
暇

　
年
次
休
暇
（
年
間

２４
回
）、
夏

季
お
よ
び
年
末
年
始
の
特
別
休
暇

な
ど
が
あ
り
原
則
と
し
て
週
休
２

日
制
で
す
。

自
衛
隊
幹
部
候
補
生（
幹
部
自
衛
官
）

　
幹
部
自
衛
官
は
、
部
隊
の
骨
格

と
言
わ
れ
、
強
い
責
任
感
と
実
行

力
で
部
隊
を
指
揮
す
る
立
場
に
あ

り
、
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
自
衛
隊
を

め
ぐ
る
内
外
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
得
る
優
れ
た
幹
部
自
衛
官
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

　
２２
歳
以
上

２６
歳
未
満
の
者

　
〈
平
成

２３
年
４
月
１
日
現
在
〉

試
験
日

　
一
次
試
験
／
５
月

１５
日（
土
）

受
付
期
限
　
５
月

１０
日（
月
）

初
任
給
　
２
１
４,
９
０
０
円

　
〈
平
成

２１
年
４
月
１
日
現
在
〉

※
食
事
・
光
熱
費
・
宿
舎
費
な
ど
無
料

ボ
ー
ナ
ス
　
年
２
回
（

４.５
カ
月
）

　
〈
平
成

２１
年
４
月
１
日
現
在
〉

休
日
休
暇

　
年
次
休
暇
（
年
間

２４
回
）、
夏

季
お
よ
び
年
末
年
始
の
特
別
休
暇

な
ど
が
あ
り
原
則
と
し
て
週
休
２

日
制
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
四
万
十
地
域
事
務
所

蕁
３
５
―
３
０
９
６

※
１
人
で
両
方
の
科
目
を
受
験
で

き
ま
す
。

　
高
知
県
警
察
で
は
、次
の
と
お
り

警
察
官
の
採
用
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
将
来
の
高
知
県
警
察
の
担
い
手

と
な
る
、
熱
意
と
や
る
気
の
あ
る

若
者
の
応
募
を
待
っ
て
い
ま
す
。

試
験
案
内
・
申
込
書
配
布
開
始
日

　
４
月

１６
日（
金
）

受
付
期
間

　
４
月

１９
日（
月
）
か
ら

　
５
月

２１
日（
金
）
ま
で

第
１
次
試
験

　
７
月

１１
日（
日
）

受
験
資
格

　
昭
和

５５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
４
年

制
の
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
方
ま

た
は
平
成

２３
年
３
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方
。

就
職
説
明
会
の
ご
案
内

【
開
催
日
時
場
所
】

①
５
月
３
日（
月
・
祝
日
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
場
所
／
県
警
察
学
校

②
５
月

１４
日（
金
）

　
午
後
６
時
半
〜
午
後
８
時
半

　
場
所
／
県
警
察
本
部

③
５
月

１５
日（
土
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
場
所
／
県
警
察
本
部

【
実
施
内
容
】

・
採
用
概
要
な
ど
の
説
明

・
先
輩
警
察
官
と
の
質
疑
応
答

・
警
察
装
備
品
の
紹
介

・
指
紋
採
取
の
疑
似
体
験

な
ど

※
開
催
日
に
よ
り
内
容
が
異
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
受
験
を
希
望
さ
れ
る
ご
本
人
は

も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
、
ご
友
人
と

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
採
用
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

お
よ
び
就
職
説
明
会
へ
の
参
加
ご

希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
警
察
本
部

　
警
務
課 

人
事
係

　
蕁
０
８
８
―
８
２
６
―
０
１
１
０

　
薔
０
１
２
０
―
０
３
２
３
７
６

相
 

談

　
四
万
十
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

の
幡
多
福
祉
人
材
バ
ン
ク
無
料
職

業
紹
介
所
で
は
、
登
録
者
へ
無
料

で
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
な
ど
で
現
場
を
離
れ
て

い
た
方
、
資
格
の
無
い
方
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

・
ど
ん
な
職
業
が
あ
る
の
？

・
資
格
に
つ
い
て
聞
き
た
い

・
現
在
の
求
人
状
況
は
？

〈
福
祉
の
し
ご
と
相
談
〉

　
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
月
曜
〜
金
曜

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
※
窓
口
に
て
常
時
受
付

〈
福
祉
の
し
ご
と
日
曜
相
談
〉

　
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
月
１
回
・
第
４
日
曜
日

　
※

１２
月
は
第
３
日
曜
日

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

○
お
問
い
合
わ
せ
・
登
録

 
福
祉
無
料
職
業
紹
介
所

 
幡
多
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　（
四
万
十
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

蕁
３
５
―
５
５
１
４

自
衛
隊
・
自
衛
官
募
集

募
 

集

平
成
２２
年
度
福
祉
の
し
ご
と
相
談

ふ
く
し
の
職
場
で
働
き
ま
せ
ん
か

〜
好
き
で
す
土
佐
、守
り
た
い

街
が
あ
る
、人
が
い
る
〜

そ
の
想
い
、君
に
で
き
る
何
か
！

高
知
県
警
察

　
　
　
警
察
官
Ａ
採
用
試
験



※同一団体で１口しか加入できません。中途加入する場合、中途脱退する場合も年間掛金を適用します。加入後の加入者の入換え、加入区分の変更はできません。
※掛金には（財）スポーツ安全協会で運営する「共済見舞金制度」の掛金、１人２０円が含まれています。 ※危険度の高いスポーツ活動はD区分以外では補償されません。

団体活動中の事故／往復中の事故対象となる事故

平成22年4月1日午前0時より平成23年3月31日午後12時まで（申込受付は平成22年3月から）保　険　期　間
（団体活動を行う5名以上の方々で、加入区分をそれぞれお選び頂いてご加入ください。）

加入対象者 補償対象となる団体活動 加入
区分

年間掛金
（一人当たり）

傷害保険金額 賠償責任保険
支払限度額

（免責金額なし）
共済見舞金死　亡 後遺障害

（最　高）
入　院

（日　額）
通　院

（日　額）

子ども

中学生以下
（特別支援学校
高等部の
生徒を含む。）

スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動 A1 600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円 突然死

（ 急性心不全
脳内出血など）
180万円上記団体活動に加え、個人活動も対象 

上段：団体活動中及びその往復中の補償額
下段：上記以外（個人活動など）の補償額

AW 1,150円

2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円

100万円 150万円 1,000円 500円 対象と
なりません

大
　
人

高校生
以上
65歳以上
の方も加入
できます。

文化・ボランティア・地域活動
団体員の送迎、応援、準備、片付け A2 600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

突然死

（ 急性心不全
脳内出血など）
180万円

スポーツ活動
スポーツ活動の指導 C 1,600円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円

子どものスポーツ活動の指導
※C区分でも加入可 AC 1,100円 1,000万円 1,500万円 2,500円 1,000円

65歳
以上

スポーツ活動
※C区分でも加入可
※スポーツ活動を行わない方はA2区分 B 800円 600万円 900万円 1,800円 1,000円

全年齢 危険度の高いスポーツ活動 D 9,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円

日射・熱射病及び細菌性・ウイルス性食中毒は対象となりません。

日射・熱射病及び細菌性・ウイルス性食中毒の場合、保険金額はA1区分と同様

5名以上の団体で
ご加入ください

傷 害 保 険 賠償責任保険 共 済 見 舞 金

〈共同引受保険会社（平成２２年４月予定）〉※予告なく変更となる場合があります。

〈引受幹事保険会社〉

平成21年12月作成 1310-09-247

（課当担）公務第2部公務第１課  東京海上日動火災保険株式会社
TEL 03-3515-4133（平日9：00～17：00）

インターネットからの加入受付を行っております。詳しくは、ホームページをご覧ください。

スポーツ安全協会 検 索

電話受付時間：午前8時30分～午後5時15分（土、日、祝日を除く。）

●資料請求は、インターネットより受付けております。

〒780-0850 高知市丸ノ内1-7-52 高知県庁西庁舎1階 TEL 088-820-1755 

高知県支部
（高知県体育協会内）

この広告はスポーツ安全保険（スポーツ安全協会傷害保険特約付帯普通傷害保険、スポーツ安全協会賠償責
任保険特約付帯施設賠償責任保険等）の概要についてご紹介したものです。保険の内容は「スポーツ安全保険
のあらまし」及び「重要事項説明書」をご確認ください。詳細は保険約款および特約書によりますが、ご不明の点が
ございましたら（財）スポーツ安全協会または東京海上日動火災保険㈱までお問い合わせください。
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黒
潮
町
で
は
、生
き
が
い
デ
イ（
生

き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
）を
、介

護
予
防
や
健
康
保
持
な
ど
を
図
る
目

的
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
た
に「
生

き
が
い
デ
イ
」の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、担
当
係
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象

　
町
内
全
域
で
在
宅
の
概
ね

６５
歳

以
上
の
方
で
、
介
護
保
険
の
要
介

護
等
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

※
平
成

２２
年
度
か
ら
大
方
地
域
の

利
用
年
齢
を
引
下
げ
ま
し
た
。

実
施
日
・
場
所

【
大
方
地
域
】
毎
週
土
曜
日

・
通
所
介
護
事
業
所
し
お
か
ぜ

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ー
サ

イ
ド
ホ
ー
ム
に
併
設
）

【
佐
賀
地
域
】
毎
週
金
曜
日

・
通
所
介
護
事
業
所
鹿
島
ケ
浦

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
し
ま

荘
に
併
設
）

利
用
者
負
担
　
１,
０
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

　
こ
の
手
当
は
、
家
庭
に
お
い
て

寝
た
き
り
老
人
な
ど
を
介
護
し
て

い
る
方
に
対
し
て
、
在
宅
介
護
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介

護
者
を
激
励
し
そ
の
労
に
報
い
る

と
と
も
に
、
町
民
の
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

◆ 

対
象
者

 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

を
在
宅
に
お
い
て
常
時
介
護
し
て

い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

①
介
護
保
険
法
に
よ
り
要
介
護
４

ま
た
は
５
の
要
介
護
認
定
を
受

け
た
方

②
寝
た
き
り
老
人
に
あ
っ
て
は
そ

の
状
態
が
３
カ
月
以
上
継
続
し

て
い
る
方

③
障
害
児
福
祉
手
当
お
よ
び
特
別

障
害
者
手
当
の
支
給
に
関
す
る

省
令
第

１５
条
の
規
定
に
基
づ
く

認
定
を
得
て
い
る
方
で
、
寝
た

き
り
の
方

④
認
知
症
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

医
師
が
認
知
症
を
認
め
る
方
で

「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
判
定
基
準
」
に
よ
る
ラ

ン
ク
Ⅲ
以
上
に
相
当
し
、
そ
の

状
態
が
３
カ
月
以
上
継
続
し
て

い
る
方

※
②
お
よ
び
③
の
方
に
つ
い
て
は

「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
判
定
基
準
（
寝
た
き
り
度
）」

ラ
ン
ク
Ｂ
ま
た
は
ラ
ン
ク
Ｃ
に

該
当
す
る
方
で
す
。
②
か
ら
④

に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

町
か
ら
調
査
に
伺
い
、
判
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆ 

認
定

　
在
宅
介
護
手
当
の
支
給
を
受
け

る
た
め
に
は
、
受
給
資
格
の
認
定

が
必
要
で
す
の
で
認
定
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

手
当
の
額

　
被
介
護
者
一
人
に
つ
き
月
額
１

万
円
で
す
。
認
定
さ
れ
た
翌
月
か

ら
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
支

給
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◆ 
支
給
対
象
月

　
在
宅
で
の
介
護
期
間
が
月
の
半

数
以
上
の
月
は
手
当
の
支
給
対
象

と
し
ま
す
。
入
院
や
施
設
入
所
な

ど
で
在
宅
で
の
介
護
期
間
が
半
月

未
満
の
月
は
手
当
の
支
給
は
行
い

ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

在
宅
介
護
手
当
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

「
生
き
が
い
デ
イ
」
を
利
用

し
ま
せ
ん
か
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恵
み
豊
か
な「
う
み
」を

　
　
　
　 

未
来
に
う
け
つ
ぐ
た
め
に

恵
み
豊
か
な「
う
み
」を

　
　
　
　 

未
来
に
う
け
つ
ぐ
た
め
に

　
沿
岸
域
に
あ
る
藻
場
や
干
潟
な

ど
は
、
魚
の
産
卵
場
や
水
産
資
源

の
保
護
や
培
養
、
水
質
浄
化
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
私
た
ち
は
多
く
の
恵
み
を

受
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
は
海
洋
環
境
の

変
化
な
ど
に
よ
り
、
藻
場
の
減
少

や
干
潟
の
環
境
悪
化
な
ど
が
進
み
、

そ
れ
ら
の
機
能
低
下
に
よ
る
水
産

資
源
へ
の
影
響
や
水
質
の
悪
化
な

ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
国
や
都
道
府

県
、
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
に
よ

る
沿
岸
域
に
お
け
る
調
査
・
研
究

か
ら
、
藻
場
の
消
失
に
よ
る
※
磯

焼
け
は
、
藻
食
性
魚
類
や
ウ
ニ
類

に
よ
る
食
害
が
大
き
な
原
因
の
一

つ
で
あ
り
、
ウ
ニ
類
の
除
去
が
磯

焼
け
対
策
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
て
、「
磯
焼
け
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　
旧
大
方
町
で
も
、
平
成

１４
・

１５

・
１７
・

１９
年
度
に
国
や
県
の
事
業

を
活
用
し
、
高
知
県
と
共
同
で
上

川
口
地
区
に
お
い
て
ウ
ニ
除
去
に

よ
る
磯
焼
け
対
策
実
証
試
験
を
実

施
し
、
除
去
区
で
は
長
期
的
に
藻

場
が
回
復
・
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、

高
知
県
の
沿
岸
域
に
お
い
て
も
ウ

ニ
除
去
が
磯
焼
け
対
策
に
有
効
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

高
知
県
内
の
取
り
組
み

　
そ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、
高
知
県

で
は
漁
業
者
な
ど
が
磯
焼
け
対
策

に
取
り
組
む
際
の
手
引
き
と
し
て
、

平
成

１９
年
度
ま
で
に
県
内
で
行
な

っ
た
試
験
研
究
の
成
果
お
よ
び
検

証
結
果
を
も
と
に
「
高
知
県
磯
焼

け
対
策
指
針
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
新
た

に
創
設
さ
れ
た
国
の
支
援
事
業
を

活
用
し
、
黒
潮
町
を
含
む
県
内
の

７
市
町
と
高
知
県
、
そ
の
他
の
漁

業
関
係
団
体
で
「
高
知
県
環
境
生

態
系
保
全
対
策
地
域
協
議
会
」
を

組
織
し
、
県
内
の
藻
場
や
干
潟
な

ど
の
維
持
回
復
に
取
り
組
む
グ
ル

ー
プ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

黒
潮
町
の
取
り
組
み

　
黒
潮
町
の
沿
岸
に
は
、
カ
ジ
メ

や
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
な
ど
の
海
藻
で

形
成
さ
れ
た
貴
重
な
藻
場
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
年
々

磯
焼
け
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
５
カ

年
計
画
で
、
高
知
県
漁
協
入
野
支

所
の
漁
業
者
な
ど
を
中
心
に
組
織

さ
れ
た
「
黒
潮
町
藻
場
保
全
推
進

協
議
会
」
が
、
国
の
支
援
事
業
を

活
用
し
て
、
ま
ず
田
野
浦
地
先
と

上
川
口
地
先
の
約

１２
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
対
象
に
、
ウ
ニ
除
去
や
母
藻
の

設
置
に
よ
る
藻
場
の
維
持
・
回
復

に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
て
い

ま
す
。

※
「
磯
焼
け
」
と
は

　
「
浅
海
の
岩
礁
、
転
石
域
に
お

い
て
、
海
草
の
繁
茂
し
て
い
る
場

所
（
藻
場
）
が
、
季
節
的
な
増
減

や
多
少
の
経
年
変
化
の
範
囲
を
超

え
て
、
著
し
く
衰
退
、
ま
た
は
な

く
な
り
、
貧
植
生
状
態
と
な
る
現

象
」
で
、
い
っ
た
ん
磯
焼
け
が
発

生
す
る
と
、
藻
場
の
回
復
ま
で
に

長
い
年
月
が
か
か
り
、
沿
岸
漁
業

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

海
洋
森
林
課

蕁
５
５
―
３
１
１
５（
直
通
）

右側が磯焼けした部分です。（平成１４年上川口地先）

ウニ除去後に海藻が繁殖しました。（平成16年上川口地先）

漁業者によるウニ除去の様子

２０１０春の「緑の募金」へご協力を！
　3月1日から5月31日は、春の「緑の募金強化期間」です。
　地球温暖化防止は、一人ひとりの取り組みから始まります。きれいな水や空気をつくる豊か
な森林づくりも、多くの人の参加によって可能になります。日常の中でだれもができる「森づく
り」、それが「緑の募金」です。
　1円からはじめる「森づくり」。「緑の募金」は、県内の緑をふやすこと、森に関わる取り組み、
子どもたちの体験活動や環境教育などを支援しています。ぜひ、ご協力をよろしくお願いします。
寄せられた寄付金は、公益社団法人高知県森と緑の会を通じて皆さんの身近なところで活用されています。
　役場佐賀支所海洋森林課でも受け付けていますのでよろしくお願いします。
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粗
大
ご
み
の
出
し
方

収
集
す
る
粗
大
ご
み

無
料
収
集
す
る
「
指
定
品
目
」

も
積
も
れ
ば

も
積
も
れ
ば

も
積
も
れ
ば

家
具
類

机
・
イ
ス
・
ソ
フ
ァ
ー
・
た
ん

す
・
ベ
ッ
ド
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
・

た
た
み
・
布
団
な
ど

家
電
製
品
類

コ
タ
ツ
・
掃
除
機
・
扇
風
機
・

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・
ス
テ
レ
オ
・

ワ
ー
プ
ロ
な
ど

そ
の
他

　
か
さ
・
遊
具
な
ど

※
ス
ト
ー
ブ
な
ど
タ
ン
ク
の
中
の

油
類
や
水
、
電
池
な
ど
は
全
部

抜
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
分
解
し
た
も
の
は
、
ひ
も
で
し

っ
か
り
し
ば
っ
て
整
理
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
庭
ご
み
収
集
の
日
と
重
な
る

場
合
は
、
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
・
電
子
レ
ン
ジ
・

な
べ
・
や
か
ん
・
フ
ラ
イ
パ
ン
・

自
転
車
・
ス
ト
ー
ブ
・
ス
チ
ー

ル
机
・
ト
タ
ン

※
ト
タ
ン
は
、
し
ば
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
有
料
の
粗
大
ご
み
と
、
混
ざ
ら

な
い
よ
う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
、
液
晶
・

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

パ
ソ
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機

産
業
廃
棄
物

瓦
・
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
建
築
用

資
材
・
廃
油
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
・
事
業
活
動
に
伴
っ
て

生
じ
た
ご
み

機
械
、
器
具
類

農
機
具
・
精
米
機
・
漁
具
・
電

動
機
・
大
工
道
具
・
金
属
工
具
・

ド
ラ
ム
缶
・
エ
ン
ジ
ン
・
バ
イ

ク
・
タ
イ
ヤ
・
ホ
イ
ー
ル
・
バ

ッ
テ
リ
ー
・
車
の
座
席
・
ボ
ー

ト
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
・
ピ
ア

ノ
・
毛
糸
編
み
機
・
足
踏
み
ミ

シ
ン
・
電
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
・

大
型
コ
ピ
ー
機
・
ボ
イ
ラ
ー
本

体
お
よ
び
タ
ン
ク
・
直
径

１２
ミ

リ
以
上
の
鉄
筋
・
厚
さ
４
ミ
リ

以
上
の
鉄
板
・
ロ
ー
プ
類
な
ど

危
険
物

ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
な
ど
の
入
っ
た
容
器
、
農
薬
、

塗
料
溶
剤
、
化
学
薬
品
、
酸
、

ア
ル
カ
リ
性
液
体
な
ど

大
型
粗
大
ご
み

　
２
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

※
収
集
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

廃
棄
物
処
理
業
者
ま
た
は
販
売

店
や
古
物
商
な
ど
に
相
談
の
う

え
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
機
械
器
具
な
ど
金
属
類
は
、
古

物
商
で
買
い
取
り
ま
た
は
無
償

で
の
引
き
取
り
を
し
て
も
ら
え

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
２
０
１
１
年
７
月
よ
り
い
よ
い

よ
地
デ
ジ
完
全
移
行
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
テ
レ
ビ
の
買
い
替

え
を
考
え
て
い
る
方
は
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
際
テ

レ
ビ
の
処
分
方
法
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
・
液
晶
・

プ
ラ
ズ
マ
）
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

対
象
品
で
す
。
ど
ち
ら
か
の
方
法

で
適
切
な
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
小
売
店
に
運
搬
を
依
頼

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
+
収
集
運
搬

料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
自
分
で
持
ち
込
む（
郵
便
局
振
込
）

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
郵
便
局
で

振
り
込
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
貼

っ
て
、
指
定
引
取
場
所
へ
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
指
定
引
取
場
所
】

・
国
寅
商
店

　（
四
万
十
市
古
津
賀
３
０
４
５
）

・
日
本
通
運
中
村
営
業
所

　（
四
万
十
市
具
同
７
２
２
１
―
３
）

収
集
し
な
い
も
の

　
黒
潮
町
で
は
、
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
児
童
の
保
育
料
を
無
料

と
し
て
い
ま
す
。

①
児
童
（

１８
歳
に
達
す
る
日
以
降

最
初
の
３
月

３１
日
ま
で
の
間
に

あ
る
者
）
を
３
人
以
上
養
育
し

て
い
る
世
帯
の
第
３
子
以
降
３

歳
未
満
（
年
度
当
初
の
年
齢
）

の
児
童
が
保
育
所
な
ど
に
入
所
・

入
園
し
て
い
る
場
合
で
、
保
育

料
納
期
限
の

１０
日
前
ま
で
に
多

子
世
帯
保
育
料
適
用
申
請
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
児
童
。

②
同
一
世
帯
か
ら
３
人
以
上
同
時

に
保
育
所
な
ど
を
利
用
し
て
い

る
場
合
で
、
３
人
目
以
降
の
児

童
が
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る

児
童
。

※
①
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

※
町
外
の
幼
稚
園
・
届
出
認
可
外

保
育
施
設
な
ど
も
該
当
に
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

「
多
子
世
帯
」
の
保
育
料
を

軽
減
し
て
い
ま
す

　
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
す

る
も
の
は
、
お
も
に
家
庭
の

日
常
生
活
か
ら
出
る
家
具
・

家
電
製
品
・
台
所
用
品
・
自

転
車
な
ど
、
町
指
定
ご
み
袋

に
入
ら
な
い
大
き
さ
で
２
メ

ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
す
。

　
粗
大
ご
み
に
は
、「
黒
潮
町

粗
大
ご
み
指
定
証
票
」
を
貼

っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２
０
１
１
年
７
月
の

 
 
 

地
デ
ジ
化
に
伴
っ
て

２
０
１
１
年
７
月
の

 
 
 

地
デ
ジ
化
に
伴
っ
て

ご
み
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
図
書
館

1・2月貸出ベストランキング
１．鎌倉江ノ電殺人事件　　　　　　西村京太郎／著（大方・佐賀）
２．新参者　　　　　　　　　　　　東野　圭吾／著（大方・佐賀）
７．フリーター、家を買う。　　　　有川　　浩／著（大方・佐賀）
４．神様のカルテ　　　　　　　　　夏川　草介／著（大方・佐賀）
７．神去なあなあ日常　　　　　　　三浦しをん／著（大方・佐賀）
７．殺気！　　　　　　　　　　　　雫井　脩介／著（大方・佐賀）
７．静人日記　　　　　　　　　　　天童　荒太／著（大方・佐賀）
７．無理　　　　　　　　　　　　　奥田　英朗／著（大方・佐賀）
９１Ｑ８４ ＢＯＯＫ１　　　　　　村上　春樹／著（大方・佐賀）
７．いつか響く足音　　　　　　　　柴田よしき／著（大方）
７．球体の蛇　　　　　　　　　　　道尾　秀介／著（大方）　
７．同期　　　　　　　　　　　　　今野　　敏／著（大方・佐賀）

※（カッコ）内は所蔵館

◆
開
館
時
間

（
大
方
図
書
館
）

　
火
〜
金

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
佐
賀
図
書
館
）

　
月
〜
金

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

※
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
新
し
い
本
の
中
に
は
、貸
出
開

始
日
か
ら
２
カ
月
間
は
１
週
間

の
貸
出
期
間
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

★
貸
し
出
し
・
返
却
・
図
書
カ
ー

ド
の
発
行
は
受
付
で
行
っ
て
い

ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は
で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

佐
賀
図
書
館

4月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 1 2 3
笘 5 6 7 8 9 10

5月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 1 2 1
笆 笳 笘 笙 6 7 8

筺 12 13 14 15 16 17
筥 19 20 21 22 筬 24
箝 26 27 28 箜 30 31

4月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 1 2 3
4 笙 6 7 8 9 10

5月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 1 2 1
2 3 4 5 笞 7 8

11 笄 13 14 15 16 17
18 筴 20 21 22 筬 24
25 箘 27 28 箜 30 31

　４月１日より佐賀図書館では、土曜日を除く
全ての開館日の午後１時から午後２時の間、図
書館を閉館させていただきます。
　ご利用者のみなさまには大変ご不便をおかけ
しますが何卒ご理解とご協力をよろしくお願い
いたします。

佐賀図書館休館時間のお知らせ

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

佐賀図書館

Q10
裁判員制度シリーズ筐

裁
判
員
を
辞
退
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
す
か
？

【お問い合わせ】高知地方裁判所 蕁088－822－0340

裁判員制度
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○お問い合わせ／大方総合支所 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）　　佐賀総合支所 まちづくり課 水道環境係　蕁55－3700（直通）

月

4

5

日
自　　至

05～11
12～18
19～25
26～30

1～2
3
4
5

6～9
10～16

水道給水工事指定店 当番一覧表
吉 本 水 道
大方設備センター
㈱中村住設大方営業所
前 田 電 工
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
㈱中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道

河 野 電 機 設 備
拳 ノ 川 住 設
道 倉 水 道
平 野 住 設
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
拳 ノ 川 住 設
道 倉 水 道
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備

㈱ 土 居 建 設
㈲ 西 部 総 建
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
㈱ 土 居 建 設
㈲ 西 部 総 建
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
㈱ 土 居 建 設

谷 口 水 道

㈲ 森 田 建 設

谷 口 水 道

㈲ 森 田 建 設

谷 口 水 道

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

河 野 電 機 設 備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

吉 本 水 道

43－1420

43－1022

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 森 田 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3621

55－3141

55－7114

55－2363

55－2420

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

藤縄5－1

佐賀2988

進んでいます！情報通信基盤整備事業進んでいます！情報通信基盤整備事業

お忘れではないですか？～告知端末設置同意書の返送～

　現在、事業を進めている黒潮町情報通信基
盤整備事業について、昨年度は町内の拠点と
なるセンター施設や2次拠点施設の施工が完了
しました。
　平成22年度は、各集落へのケーブルの敷設、
皆さんのお宅へのケーブルの敷設などを予定
しています

　告知端末は、役場からのお知らせや、災害発生時の避難情報など、皆さんの暮らしや生命
を守るための情報をお届けする大切な機器で、住民基本台帳をもとに1世帯につき1台を無
料で設置させていただくものです。
　昨年末に「告知端末設置同意兼サービス加入意向書」を町内の全世帯にお送りし、多くの
方に同意をいただいているところですが、未だ同意書の返送をいただいていない方がいらっ
しゃいます。
　「告知端末設置同意兼サービス加入意向書」の返送をお忘れになっている方は、返送をお
願いします。また、紛失や内容の確認をしたい方は、下記までご連絡ください。

【ご連絡・お問い合わせ】本庁総務課 情報推進係 蕁43－2188（直通）

佐賀地区北部地域の2次拠点施設は拳ノ川地区
に設置完了（後方に見える建物は旧拳ノ川保育所）
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

　
た
め
息
の
４
月
、同
級
生
が

大
学
や
県
外
企
業
へ
出
て
行
っ

て
し
ま
い
、取
り
残
さ
れ
た
よ

う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
人
、

大
学
を
卒
業
し
て
、な
ん
と
な

く
故
郷
へ
帰
っ
て
き
た
人
、家

庭
の
事
情
で
や
む
な
く
帰
り
、

毎
日
を
ぼ
ん
や
り
と
過
ご
し
て

い
る
人
な
ど
も
お
い
で
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
か
つ
て
、自
分
も
春
霞
の
中
で
、

そ
の
よ
う
な
寂
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。で
も
、元

気
を
出
し
て
欲
し
い
。

　
上
代
の
中
国
知
識
人
が
理

想
と
し
た
考
え
方
の
中
に
、「
出

て
宰
相
に
な
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
、

退
い
て
田
を
耕
す
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。人
間
の
一
生
と
い
う

も
の
は
、風
に
の
っ
た
土
煙
が
空

高
く
立
ち
登
る
よ
う
な
世
界
で
、

中
途
半
端
な
一
生
を
送
る
よ
り

も
、故
山
を
耕
す
生
き
方
を
選

ぶ
方
が
ず
っ
と
す
ば
ら
し
い
と
い

う
考
え
方
だ
。

　
「
私
た
ち
の
町
に
は
美
術
館

が
あ
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
砂
浜

が
美
術
館
で
す
」
と

２０
数
年
前

に
言
い
切
っ
た
こ
の
町
に
は
、こ

れ
か
ら
の
人
生
を
輝
か
せ
る
資

源
が
数
多
く
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

故
山
を
耕
す
方
法
も
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、住
み
な
す
も
の
は

心
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　（
む
）

編
集
子

　
町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い

っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。山闢　若菜ちゃん

〈平成21年7月7日生まれ〉

にぃにぃとねぇねぇと仲
良くね蟋

ゆう ひわか な りん ななみ

下村　祐陽くん
〈平成20年6月22日生まれ〉

元気ですくすく育ってネ蟋

田上　　倫くん
〈平成20年7月28日生まれ〉

これからもいっぱい楽し
ませてね。

りょう じ あ すよし かぜゆう な

金子　侑愛ちゃん
〈平成21年7月31日生まれ〉

いつもにこにこ元気で育
ってネ！

高岡　諒侍くん・凱風くん・未來くん
〈平成17年7月5日生まれ・平成21年5月8日生まれ・平成19年1月2日生まれ〉

みんな家族でよかったね。これからもよろしく！

西澤　虹海ちゃん
〈平成21年3月18日生まれ〉

元気ですくすく育ってね。

すけおう

川闢　桜介くん
〈平成20年4月11日生まれ〉

元気が１番☆

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
新
し
い
年
度
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
子

育
て
中
の
親
子
が
安
心
し
て
地
域

で
暮
ら
し
、
子
育
て
の
喜
び
を
分

か
ち
合
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
保
護
者
同
士
、
子
ど
も
同
士

が
交
流
で
き
る
「
場
」
の
提
供
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
育
児
の
悩
み
」
や
「
日
々
の

暮
ら
し
の
こ
と
」
な
ど
相
談
で
き

る
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
佐
賀
地
区
の
お
出
か

け
広
場
を
「
佐
賀
保
育
所
内
」
で

行
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
楽
し
く
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
、
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
活
動
内
容
】

◆
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動

　
手
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
お
も

ち
ゃ
作
り
、
読
み
聞
か
せ
、
園
庭

遊
び
、
散
歩
な
ど
を
み
ん
な
で
楽

し
み
ま
す
。

◆
フ
リ
ー
デ
ー

・
午
前
９
時
〜
正
午

・
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
な
ど
を

考
え
な
が
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
子
育
て
相
談

（
電
話
相
談
・
来
所
相
談
・
訪
問

相
談
）

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

・
午
前
９
時
〜
正
午

・
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
　

　
日
頃
の
育
児
不
安
、
育
児
ス
ト

レ
ス
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
利
用
で
き
る
人
】

　
町
内
で
子
育
て
中
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
起
こ
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
で
か
け
広
場

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
４
月
２０
日（
火
）ふ
れ
あ
い
遊
び

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
内

◆
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
４
月
１４
日（
水
）ふ
れ
あ
い
遊
び

・
４
月
２１
日（
水
）ふ
れ
あ
い
遊
び

　
場
所
／
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
４
月
２８
日（
水
）園
庭
遊
び

　
場
所
／
大
方
中
央
保
育
所
園
庭

　○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
入
野
５
６
９
５
番
地
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２

４
月
の
予
定


